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ThepresentpaperdealswiththeresultofawildbeesurveymadeinKul－ehahilI-
TovamaPrefecture，Hokuriku，Japan，duringthebeeseasoninl992、Sixtyseven
speclesofbees，representedbyl335iI-ldividualsandbelongingto20genel－alnと
families，wel-ecollectedintotal、Anthophoridaeal-efoundtopredominantlnnumbe盲
ofindividuals・About41％（)ftotalbeeindividualswerecollectedonComposltae．
調査地である呉羽丘陵中央部の城山は，図
lのように，富山平野の中央部に突出し富山
県を東西に分ける標高145mの丘陵地で,富山
市街地に隣接して自然環境のよく残された県
立公園でもある。植生は主にコナラを主とし
た雑木林だが，一部アカマツ林，竹林がある．
最近，都市公園化の一環として伐採の手が入
っている。
尾根添いに遊歩道(幅l～2m)があり，尾
根より一段下に車道がはしる｡遊歩道は,所々
の園地以外はほぼ樹冠におおわれ，下草は多
くない。車道添いの雑草は夏から秋にかけ刈
り取られる。
主な開花植物は，春から秋にかけて，セイ
ヨウタンポポ，イヌガラシ，ニガナ，ヒメジ
ョオン，リョウブ，ヒヨドリバナ，クズ，イ
ヌタデ，キツネノマゴなどがあげられる。
図2に富山市の平均気温と降水量の年変化
を示しておく。
はじめに
近年，各地から，ハナバチ相やそれらの生
態的調査に関する報告がなされてきた。それ
らは，北海道から九州にいたる広い地域で行
なわれている（Sakagami＆Fukuda,1973；
石井･山根，1981；山内他，1975；Kakutani
etal,1990;Matsumuraetal,1974；幾留，
1978,1992等）が，北陸地方ではまだ数少な
い(根来，1980；内海，未発表)。富山県内で
はまだ行なわれていなかった。
この報告は，富山市街にほど近い呉羽丘陵
の城山で1992年に行なわれた調査結果である≦
本文に入るにさきだち，植物の同定を助け
ていただいた富山市科学文化センターの太田
道人氏に，また，一部ハナバチ類の同定をい
ただいた鹿児島女子短期大学の幾留秀一博士§
大野市の羽田義任氏に厚く感謝申し上げる。
調査地および調査方法
調査地
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調査方法
調査方法は，Sakagami，Larocaand
Moure(1967)および坂上，福田，川野(1974）
等によって用いられた方法を用いた。詳しく
は上記論文にゆずるが，簡単にいえば「開花
季節を通じ§定期的に開花植物から一定時間＝
すべてのハナバチを採集する｡」ことである。
調査は，北端の神社（標高55m）を起点に
尾根添いの遊歩道を城山頂上（標高145m）に
いたり，帰路は車道を下り，城山公園（標高
35m）を終点とした。調査時間は，起点を9：
30に出発し頂上に12：30到着，頂上13：00発
山麓の公園に15：O()着の計5時間である。調
査日は以下に示す16日で，4月中旬から10月
にかけほぼ月に2，3回の割合で採集を行な
った。調査日は，なるべく天候の良い日を選
ぶようにしたが，都合であまり良くない日に
行なったときもある。特に本年は春から初夏
にかけ天候不順で低温がつづいた。
なお，調査期間中には調査地域で伐採はな
されなかった。また，当調査地にはニホンミ
ツバチ，セイヨウミツバチの2種のミツバチ
がみられるが，これらは採集しなかった。
｛
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図1．調査地（呉羽丘陵城山』 以下に，採集日と採集時間中の天候および
最低・最高気温を示す。
4月17日晴れ一時雨10～14.5℃
4月23日晴れ14～22.5℃
5月6日薄曇り10～14℃
5月19日曇り時々晴れ15～19℃
5月29日晴れ16.5～2().5℃
6月11日晴れ後曇り23～29.5℃
6月25日晴れ19～24℃
7月3日曇り一時晴れ23～29.C
7月15日曇り一時雨22～25.5℃
7月21日晴れ時々曇り25.5～33.5℃
8月4日薄曇り23～285℃
8月21日薄曇り25～31℃
9月2日薄曇り28～35℃
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図2．富''1市の平均気温と降水量
（理科年表1992年より）
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結果および考察
ハナバチ相の組成
今回の調査で得られた全てのハナバチの種
名とそれらの個体数を以下に示す。種名の未
確定のものについては仮の番号を付して示す
こととする。
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表l・呉羽丘|陵城山におけるハナバチ相の科・属レベルでの構成および近隣での調査結果との比較
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呉羽丘|陵におけるハナバチ相の生態的調査
でHalictidaeが他より多くMegachilidae
が少なく，金沢でMegachilidaeが他より少
し多いほかは，何処もAnthophoridae，
Halictidae,Andrenidaeが優勢でほぼ似たよ
うな割合である。個体数では3ヵ所とも
Halictidae，Andl-enidaeが優勢であるが，富
山と他の2カ所とでは11頂位は逆になっている蚕
また富山でAndrenidaeが他より少し多く，
美並でMegachilidaeが少なくなっている。
2．属のレベルでは，jVひ"”，Rz7""g伽"s，
A加忽"α，刀り'γe"sの各属が富山で見られ，
他では見られず，E"as力心，A""z”h0mが金
沢でのみ見られ，C/zα"c”0"”，OS脚jα，
E"“ﾉ〃が美並でのみ見られない。
北海道（Sakagami＆Fukuda,1973）や四
国，九州（幾留，1978,1992）などの調査結
果と比べれば，当然近隣部の調査結果は互い
に似てはいるが，上記のような差もみられる”
それらは，調査地点の地理的・地形的・気候
的な環境の差だけではなく，植生，人間によ
る撹乱，調査時の気象，調査範囲，調査精度
などの差によるところも大きいと考えられ，
詳細な比較を行なうには継続したよりいっそ
うの調査が必要であろう。
67.B”?伽sの'γ0b()"?6"sﾉαγ""2sαﾉ"“s
Smith
2皐早167？1133：1V-23,1￥1？；V-19,7
？713;V-29,7？？；VI-ll,1？；VI-25,lC
33；VII-31早．
以上のように6科20属67種1335個体のハナ
ベチが得られた。
採集結果を各属ごとにまとめて表lに示す。
あわせて近隣での調査結果も示す。
今回の調査結果の特徴は次のとおりである。
1．科のレベルでは,種類数ではAnthophor-
idae，Halictidaeが16種と同一，Andrenidae
が15種で優勢なグループであるが，個体数で
はAnthophoridaeが4()％強と圧倒的に多く，
ついで20％前後のHalictidae，Andrenidae
と続く。Megachilidaeは，種類数では12種と
上記3科より少しすぐないだけであるが，｛1M
体数では10％以下と少ない。Colletidae，
Apidaeは種類数・個体数ともに少ない。
2．属のレベルでは，種類数において10種を
こえるA"ぱ""α,L“i昭/0ss"7〃が1，2位で
あり，ついで7種の〃昭“〃"e,M〕"'“αが続
き，以上4属で約60％の種が含まれる。個体
数では3種しか含まないCg’"""α属が約
33％と圧倒的に多く，次で種類数の多い
Aﾉ〃7Wzα，L“i(唇/OSS""2が多く，以上の3届
で約67％の個体が含まれる。
3．各種の個体数では，C/,に"・ﾉﾉ"/)0"/“が
圧倒的に多く約26％を占める。ついでA"．
〃cノ〃z伽"伽/α，Lα，（E"ノノ"pO"ﾉし．"ﾉ〃が約
10％で続き，HIz．（S〃“”""s，a（c"・ノ
"“ゆgs,〃噌皿〃"e/s"γ噌恥sjsが5％前後で
第3グループをなす。
次に，近隣の調査結果と比i鮫してみる。比
較対象は石川県金沢大学構内（根来，198()）
と岐阜県美並村（山内他，1974）である。
1．科のレベルでは，種類数において，美並
季節的消長
図3にハナバチの季節消長を示す。最初に
述べたように，調査年では春から初夏の気象
が例年になく不順で低温が続き，それが調査
結果にも影響を及ぼしている。個体数．種類
数ともに春のピークがあまり明確でないかた
ちで5月下旬にあれわれているが，過去の経
験からすると，5月初旬もしくは中旬により
明確にあらわれるべきものと思われる。
個体数でみると，Halictidaeは春期後半か
ら増加し夏期に減少し秋には再度増加する。
Andrenidaeは春始めから多く，夏にむかっ
て減少し秋にはあらわれない。Anthophor‐
idaeは夏期に減少するほかは各季節コンス
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陳'3．呉羽丘|陵城山におけるハナバチの季節消長
各月の調査'二|については本文参照
COL.：COLLETIDAE，I－IAL：HALICTIDAE，
AND.：ANDRENIDAE，MEG.：MEGACHILIDAE
ANT.：ANTⅡOPHORIDAEAPI.:APIDAE
タントにみられ，秋の個体数の増加はC/・
ﾉ"pO"/“の越冬前訪花活動によるところが
大きい。
Megachilidaeは夏の始めからあらわれは
じめ夏期下旬から秋季中旬まで多い。個体数
は全体として春から初夏にかけてと秋に多く．
夏には少なくなる。
種類数の季節変化も各科の個体数の変化と
Q善
J患
変わるところはないが，個体数の変化ほど春
や秋の増加夏期の減少は明確ではない。
訪花性
被訪花植物を各科にまとめたものを表2に
示す。調査期間中ハナバチの訪花をうけた植
物は25科51種である。そのうちハナバチの訪
花が最も多いのはキク科植物で全採集ハナバ
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表2．呉羽丘陵城'11における開花植物への訪花ハナバチー類
チ個体数の約40％が得られている。中でもニ
ガナとヒメジョオンが多くともに採集ハナパ
チ個体数の約10％が得られている。ついでマ
メ科が多く，ウルシ科，スイカズラ科，タデ
科と続く。キク科は種類数が多く，開花期間
が長く開花面積が大きいことが訪花ハナバチ
個体の多い要因のひとつであろう。バラ科は
種類数はマメ科と同じだが，開花面積が少な
いことが訪花個体数の少ない要因であろう。
ハナバチ各科ごとにみると，Halictidaeで
はキク科，タデ科，マメ科植物への訪花が多
く，Andrenidaeではキク科，スイカズラ科
スミレ科への訪花が多い｡Megachilidaeでは
他の科とは異なりマメ科への訪花が多くつい
でウルシ科が多い。Anthophoridaeではキク
科が多くついでマメ科，タデ科，キツネノマ
ゴ科が多い。
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ラン科
シソ科
サクラソウ科
ユキノシタ科
ヤマゴボウ科
クマツヅラ科
ミズキ科
ミカン科
種類数
ハナバチ個体数．郁類数
Ⅱ
個体合計（%)|秘類合計（ヌ
545：40．837：54.卓
'33110.023：33.意
57i4．311116.Z
48：3．6l5i22．：
47i3．56i8．§
42：3．111；16．.Z
37i2．811：16．2
27：2.09；13.藍
24：1．86；8．3
14：1．05：7．息
12i0.96i8．意
11：0．87110．3
11：0．88；11．8
6：0．46：8．8
5iOj3＃4．4
5；0．43：4．4
イ10．32；2．9！
3：0.23：4．41
3i0．23：4．雄
3；0．23：4．‘i：
3；0．23：4．4:
2：0．12i2．9:
210．12：2．9畠
2：0．11；1．5i
liO､lli1．5；
COI
9
12
2
HA
?????。?????????ー????
??
?
????
??? ????? ???
??
?
??
?
??
ANに
???
??
??
?
?
?
ME（
?
???
?
?
?
??
AN'1、
25711
411f
612
167
27；3
263
115
81
63
612
82
54
8’5
1；1
42
22
33
111
21
1；1
AP
????
??
?
?
??
?
?
??
?
呉羽丘陵におけるハナバチ相の生態的調査
まとめ
1．1992年に富山市呉羽丘陵において，ハナ
バチ相の生態的調査を行なった。その結果，
6科20属67種1335個体のハナバチが得られたご
個体数ではAnthophoridaeが40％強と圧倒
的に多く，種数ではAnthophoridae,Halic-
tidae,Andrenidaeが多く得られた｡優勢な種
としては，α（Ca､ノノ"p""“が圧倒的に多
く，ついでA"．“c・ノ〃z伽"畑/α，Lα，伍四.ノ
”0"jα"邦，H"．（S/､ノ“7種γ“α，に(/､ノ
池ひゆ2s,Mgg“〃"ejsz"噌鋤sisが続く。
2．個体数の季節消長は全体として春から初
夏にかけてと秋に多く，夏には少なくなる。
種類数の季節変化も個体数の変化と変わると
ころはないが，個体数の変化ほど春や秋の増
加夏期の減少は明確ではない。
3．調査期間中ハナバチの訪花をうけた植物
は25科51種である。そのうちハナバチの訪花
が最も多いのはキク科植物で全採集ハナバチ
個体数の約40％が得られた。
文献
幾留秀一，1978．高知平野におけるハナバチ
類の生態的調査．昆虫．46(3)：512-536.
,1992．都市型自然公園の環境とハ
ナバチ相一鹿児島市城山公園における調
査結果一．鹿児島女子短期大学「紀要｣，
27：99-135．
石井英世，山根爽一，1981．茨城県八溝山麓
における野生ハナバチの調査．茨城大学
教育紀要（自然科学)，30：45-59．
Kakutani，T，T，Inoue，MKato＆H，
Ichihasi，1990．Insect-flowerrelation‐
shipinthecampusofKyotoUniver‐
sity，Kyoto・Anovervlewofflower‐
ingphenologyandseasonalpatternof
insectvisits，ContrBiol・Lab、Kyoto
Univ.,27(4):465-521
Matsuura，M,，ShF，Sakagami＆H，
Fukuda，1974．AWildbeeSurveyin
Kibi（WakayamaPref.）Southern
Japan．』．FacSci，HokkaidoUniv.，
19：422-437．
根来尚，1980．金沢大学構内におけるハナ
バチ相の生態的調査．富山市科文セ報告≦
2：23-34．
Sakagami，Sh．F，＆H，Fukuda，1973．
WildbeeSurveyattheCampusof
HokkaidoUniversity､JFacSci,Hok‐
kaidoUniv.，19：190-250．
坂上昭一，福田弘巳，川野博，1974．野性
ハナバチ相調査の問題点と方法附．札
幌市藻岩山における調査結果．生物教材？
9：1-60．
SakagamiShF.，Lal-oca，S＆』．S、
Moure,1967．Wildbeebiocoenoticsin
SaoJosedosPinhais（PR)，South
Brazil・PreliminaryreportJ・Fac
Sci，HokkaidoUniv,Ser.V1.Zoo1，16：
253-291．
山内克典，村雲芳明，小倉正治，坂上昭一，
1974．岐阜県美並村におけるハナバチ相
の生態的調査．岐阜大学教育学部研究報
告（自然科学)，5(3)：220-232.
追記）本稿印刷中に，Lasi増/()ssz"〃（L･）sp.lはL（L）PﾉnW"M""〃（Smith)であることが判明したので，そのよ
うに読みかえていただきたい。
4］
